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本年度もよろしくお願いします 
陽春の候 保護者の皆様におかれましては，益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。また，日頃より本校の教育

活動に対して，ご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。本年度も学校教育目標「夢や憧れの実現に向け 自ら

努力する子どもを育てる」と定め，桜っ子一人一人の可能性や良さを引き出し，伸ばしていけるよう全職員で取り組

んでいきます。 

さて、４月８日（月）令和６年度着任式、及び、１学期始業式を行いました。着任式では６年生の○○○○さんと 

○○○○さんが歓迎の言葉を述べるとともに、桜町小学校の子どもたちが頑張っている「さくらまち習慣」について、

着任した先生方にしっかりと伝えることできました。また、始業式では、児童代表として６年生の○○○○さんと  

○○○○さんが、本年度の抱負や最高学年として頑張っていきたいことなどについて、落ち着いた態度で、しっかり

と述べることができました。 

なお、校長講話では、「正直」について話しました。多くの子どもたちが生活している学校では、時折、子どもたち

同士のトラブルが発生します。嫌なことを言われたり、言い争いになったりして、自分たちで解決できないときは、校

長室前に置いてある「相談ボックス」に悩みや相談事を投函できるようにしております。そして、相談があった時に

は、私が双方の話を聞いて、問題を解決していくのですが、最初の聞き取りの際に自分が言ったことや行ったことを

正直に話すことが大切であることを子どもたちに伝えました。個性豊かな子どもたちが集う学校においては、言い争

いやけんかが起きるのは当然ですが、それが長引いたり、いじめになったりしないように、自分の言動を正直に話し、

反省すべきことは素直に反省し、次に生かすことが大切であると伝えました。 

本校の校歌にもあるように、「直く、正しく、たくましい」桜っ子になるように、子どもたち一人一人を温かく見守

り、指導すべきことはしっかりと指導していきますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

ピカピカの１年生７６名が入学しました 

４月１０日(水)，令和６年度入学式を執り行いました。新入生７６名は少し緊張しながらも，静かに話を聞くだけで

なく，校長からのお祝いの言葉にもしっかりと返事をすることができており，とても感心しました。 

また、全校児童を代表して６年伊藤聖那さんが歓迎のことばを述べてくれました。その中で桜町小学校には桜っ子

くんちをはじめとする楽しい行事があることや、桜っ子みんなで頑張っている「さくらまち習慣」などについて、分か

りやすく教えてくれました。そして、最後に「今日から小学校生活のスタートです。たくさん遊んだり、勉強したりし

て、仲良く過ごしていきましょう。そして、たくさんの友達をつくって、楽しい学校生活にしていきましょう。」と結

んでくれました。 

なお、校長式辞では、新入生が有意義な学校生活を送ることを願って、以下の話をさせていただきました。 
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保護者の皆様、本日はお子さんのご入学、誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げます。これまで大

切に育ててこられたお子さんを、本日からお預かりいたします。子どもたちの夢や憧れの実現に向け、一人一人の

良さや可能性を引き出せるよう、教職員一同、全力で取り組んでまいります。また、本校では子どもたちが、当た

り前のことが当たり前にできることを目指して、「凡事徹底」に取り組んでいます。先ほど述べた３つのお約束（元

気な挨拶、早寝・早起き・朝ごはん、はきものそろえ）もこの取組の一例です。当たり前のことであっても、子ど

もたちが自分の力でできたことは、ご家庭でも大いに褒めてやってください。逆にやってはいけないこと、例えば

お友達の心や体を意図的に傷つけた時などは、ご家庭でも厳しくご指導ください。すべての子どもたちに社会性が

確実に身に付くように、ご家庭と連絡を密にして、子どもたちの心を育んでいきたいと思います。重ねてのお願い

になりますが、ご存じのとおり、小学校の６年間、及び、中学校の３年間、合わせて９年間の就学については、義

務教育となっており、お子さんにとっては教育を受ける権利、保護者の皆様にとっては、お子さんに教育を受けさ

せることは義務となっております。そこで、入学当初、お子さんが「小学校は、幼稚園や保育園と比べて楽しくな

い。行きたくない。」と言ってきたときには、なにとぞ、「小学校は、行った方がいいよ。これから、たくさんの友

達もできるし、きっと楽しいことが増えていくよ。」と背中を押してやってください。これまでも、入学当初、登校

に不安な子どもたちもいましたが、保護者の皆様のお声掛けや励ましのおかげで、今では、多くの子どもたちが笑

顔で登校し、お友達と小学校生活を楽しんでいます。お子さんの登校について、気になることや不安なことがあり

ましたら、早めに学級担任にご相談ください。以上、たくさんのお願い事を申し上げましたが、「すべては子どもた

ちの未来のために」よろしくお願いいたします。 

 


